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昭和43年 6月本研究所附属病院に 60Co放射

線治療装置 (島津製 RSG-2型,2000Cu)が設

置されて以来,肺の悪性腫癌を中心とする各種

肺部疾患に対する放射線治療が実施 されて来

た｡爾来約6年間に319例の患者に照射治療を

行なった｡特に肺癌 については酸素吸入下で

60Co照射治療を試み,その治療成績について従

来の方法による照射治療成績と比較検討したの

でこれについて報告する｡

治療対象及び治療方法

昭和43年 6月より昭和49年 3月に至る期間に

60Co放射線治療を行なった319例の患者の内容

は第 1表に示 した如 く,肺癌265例,その他 (悪

第1養 放射線治療患者の分類
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性 リンパ腫, 悪性胸腺腫, 乳癌, ホヂキン氏

病など)55例であった｡年間照射例数は平均50

例余りであった｡この内手術不能の原発性肺癌

患者で 4,000rads以上照射 し得た症例を根治

的照射例とし,治療開始後 1年以上を経過 し,

且つ追跡調査が可能であった125例について治

療術式別に生存期間について調査し,その治療

効果を比較検討 した｡

放射線治療術式としては次の3方法が用いら

れた｡

A:95%02+5%CO2混合ガス吸入下,500rads

週 2回

B:大気下,500rads 過2回

C:大気下標準照射 (1回 200rads 週 5回)

治 療 成 績

60Co雁射治療 の対象となった原発性肺癌患

者 265例の組織型による分類は第 1表の如 く,

扇平上皮癌108例, 腺癌41例, 未分化癌58例,

不明57例で,扇平上皮癌が最も多く,未分化癌

がこれに次ぎ,腺癌が最も少なかったが, これ

は診断確定後放射線治療の適応の有無について

の主治医の判断が背景になっており,この組織

型の分布が直ちに原発性肺癌の組織型分布を表

わしているとは言い難い｡即ち肺癌患者が手術
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第2表 放射線治療を行なった原発性肺癌患者125例
の生存率
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第3表 放射線治療患者の肺癌病期分類
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不能と判断された時点で放射線治療が有効とさ

れている未分化癌と扇平上皮癌が主として治療

対象として撰択されたためと思われる｡

原発性肺癌患者の治療術式としては,初期は

主としてCの方式が採 られたが,その後次第に

A及びBの術式が用いられるようになった｡A,

B及びC各群の1- 3年の生存率は第 2表に示

した通りである｡即ちA群では1年60%, 2年

27%,3年20%で,B群の 1年36%,2年19%,

3年 0%,C群の 1年25%,2年10%,3年 3%

と比較して1-3年を通じて明らかに高い生存

率が認められた｡第 3表は A,B,C,各群の患

者を日本肺癌学会病期分類によって分類 し,群

別に集計 したものであるが,各群における病期

の分布には若干の差異があったが,上記の生存

率の差異の原因となり得る程著明な差異がある

とは考えられなかった｡又癌の組織型の分布も

各群で特 に著 しい差異はなかった｡従ってA

群即 ち 95%02+5%CO2混合 ガス吸入下 で

500rads週 2回 60Co 照射 を行 なったものが

最も生存率が高 く,B群及びC群はA群に比べ

て生存率が低 く,且つ BC両群の生存率の間に

は殆んど差異が認められなかった｡以上の治療

成績から原発性肺癌の放射線治療を酸素吸入下

で行なうことはその治療効果を増大させるもの

と考えられた｡
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考 持

肺癌の放射線治療成績は極めて不良であるこ

とが一般の常識となっている｡その理由として

は肺癌は遠隔転移を起 し易いこと,又通常肺癌

の放射線治療例の殆んどすべてが根治手術不能

例であることがあげられる｡ 我々はこのような

悪条件 にもかかわらず原発性肺癌患者 に 60Co

放射線治療を行ない,初期の治療成績について

は既に報告 した1)が,その後研究を続 けた結

果, 95%02+5%CO2混合ガス吸入下で放射

線治療を行なうと従来の方法に比して治療効果

を増加させ得ることが期待出来る良好な治療成

績を得た｡組織内酸素分圧が高まると放射線感

受性 が増す ことは Gray2)以来多くの研究者

によって報告されている｡次いで DuSault3),

Inch4),渡辺5)によって95%02+5%CO21気

圧吸入下で 3気圧の高圧酸素吸入下と同様の照

射効果が得 られるという動物実験成績が報告さ

れ,悪性腰痛の放射線治療法の改善に一つの方

向を示した｡我々はこれらの基礎的研究報告に

基づいて実地の放射線治療に酸素吸入の併用を

試みた結果,従来の大気下で放射線治療を行な

った成績と比較 して良好な成績を得た｡勿論未

だ症例数が少なく,今後研究の余地が残されて

いることは否定できないにしても,高圧酸素室

を持たない我々の病院においても比較的容易に

実施でき,且つ根治手術不能の肺癌症例にも有

効であることの確信を抱いたので今後更に症例

を増加 して研究を続けたい｡

要 約

肺癌 を始 め,悪性 リンパ腫,悪性胸腺腫,

乳癌,ホヂキン氏病などを含む各種胸部疾患患

者319例について 60Co放射線治療を行なった｡

特に手術不能の原発性肺癌患者について行な

った 95%02+5%CO2混合 ガス吸入下 での

60Co照射治療成績は従来の大気下で行なった

照射治療成績と比較して 1- 3年の生存率が高

く,将来肺癌の照射治療方法として効果を期待

し得る方法と思われる｡
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